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	要旨
	本研究では、BSアンテナを改造して製作した電波望遠鏡を用いて、2021年10月30日に発生した太陽フレア下における太陽から放出される電波の増減を観測した。本発表では、その観測方法や観測結果について発表する。
	１．はじめに
	本研究を始めようとした目的は、昨年度天文班で新たに製作した自作電波望遠鏡(図1)を用いて太陽の活動を観測したいと思ったからである。 2021年10月29〜31日に発生した太陽フレアは太陽活動の観測に適していると思い、太陽電波の増減を調べることで太陽の活動の変化を記録できるのではないかと考えた。10月30日は学校の文化祭が行われていたこともあり、授業がなかったため太陽を一日中観測することができた。
	２．観測機器の説明
	３．2021年10月30日の太陽フレアについて
	４．観測結果、考察
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